
第６回 青函みらい会議 函館地域での取り組み

学び続ける地域をつくる
A I 時代の青函とLearning Community

美馬 のゆり
サイエンス・サポート函館 代表

NPO学び足しデザイン工房 代表



人生100年時代と学びの変化

鈴木・美馬ほか『学習設計マニュアルVer.2』(2026)



すべての活動を学習の機会ととらえる

家庭

地域社会

学校・職場

地域そのものが学習環境になる ©️NoyuriMimaLab



はこだて国際科学祭

• 異なる分野・世代・組織をつなぎ

• 地域全体で学ぶ場をつくる

• 実験教室、サイエンスカフェ、科学屋台、
展示、トークイベントなど 

• 「専門家が教える」だけではなく、
• 一緒に体験する 
• 対話する 
• つくる 
• 共有する 

• 科学を、社会や暮らしと結びつけて考える

（2009～）

科学コミュニケーション
科学リテラシー



地域全体をLearning Communityにする

• アイデア
• 科学技術は21世紀の社会基盤 

• 科学技術に関心を持つ人は限られる 

• ビジョン
• 地域全体を学び続ける共同体にする 

• 異なるセクターが協働する 

• 市民参画型の社会を実現する 

• インパクト
• 科学館がない都市でも

• 学び続ける地域になれる

©️NoyuriMimaLab



学びのネットワークが広がる

「見る側」から「参加する側」へ

2025年
開催場所：22会場
のべ参加者数：14,400人
プログラム数：49
出展･共催者数：315



地域に蓄積される学び
科学祭17年間の活動をアーカイブとして公開
学びを共有し、次の活動へつなげる 



青函で学びを共有する

• 三沢航空科学館との共同企画
• サイエンスショー

• 飛ぶもの工作

• オンライン防災実験教室

• 地域を超えて、

• 学びと経験を共有する

©️NoyuriMimaLab



2016年企画展

海を食べよう ３つの海が育むもの
科学を地域の暮らしや産業と結びつける







学びの
共有

学びが地域を循環する
単発イベントではなく、学びを地域に蓄積する

プレス発表会 at
函館市役所市政記者室



先端科学技術と暮らしを結びつける



A I 時代の学びへ

• aiEDU JAPANプロジェクト

• A I リテラシー教材の開発・無償提供
• 中高生向け教材
• 教員研修
• 学生・若手社会人へ広がるプロジェクト

• A I を使う力だけではなく、A I とどう生きるかを考える



A I 時代の学びを考える

2021年10月 2024年8月 2026年3月



学び続けられる地域へ

• A I 時代には、変化を前提とした学びが必要になる

• 学校だけではなく、地域全体が学習環境になる

• 多様な人が参加し、学び合える場が重要になる

• 青函には、その土壌がある

• 学び続けられる地域が、人に選ばれる地域になる

©️NoyuriMimaLab
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